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は じ め に 

 

平成１８年１２月の教育基本法の改正、平成１９年３月の中央教育審議会の答申等

を踏まえ、平成１９年６月にいわゆる教育三法が改正されました。これを受け「地方

教育行政の組織及び運営に関する法律」の第２６条に「教育に関する事務の管理及び

執行の状況の点検及び評価等」が規定されました。  

また、第６次羽咋市総合計画（令和３年度～令和１２年度）の基本理念「市民共同

の誓いである市民憲章を基本理念とする」や、将来都市像「はぐくもう ＃はくいび

と くらしてほっと きてほっと いざ！チャレンジ ＃ＨＯＴ羽咋」に基づき、教

育に関する基本目標を「歴史をつなぎ、文化を育む ひと・まちづくり」、「希望を持

ち、助けあい、活躍できる ひと・まちづくり」、「学びと安心を高め合う ひと・ま

ちづくり」の三本柱を教育の基本方針として取り組んで参りました。  

これらを実現するため、教育委員会として、「（１）歴史と文化の保存と継承、活用」

「（２）文化を育む環境づくり」「（３）全世代活躍のまちづくりの推進」「（４）学校教

育の充実」「（５）次世代を担う青少年の育成」「（６）教養や生きがい、健康維持の土

台づくり」の６つの基本施策を設定し、具体的施策として主要事業を展開することで

具現化に努めてきました。令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の行動制限の緩

和により、各種活動やイベントを感染症流行以前の規模で開催しました。 

令和６年元日に発生した能登半島地震の影響もありましたが、教育委員会と学校や

地域が連携・協力し、学校教育の充実や地域コミュニティの維持、文化財の保存と周

知に努めるとともに、事業内容の創意工夫に取り組んで参りました。 

本報告は、「管理・点検及び評価」を評価委員３名のみなさまにお願いし公表するこ

とで、市民のみなさまに対し、行政の説明責任を果たすこと、教育行政に対する理解

と信頼性の向上を図ること、質の高い教育を提供していくこと等を目的としています。  

今後とも、教育委員会の施策に対し、深いご理解とご支援を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

                         令和６年１１月 

                         羽咋市教育委員会 



               評価委員所見 

 

 令和５年度に羽咋市教育委員会が実施した活動や所管する事務に関しての点検及び

評価を行ったので､その結果を報告する。  

 点検及び評価は教育委員会事務局の３課２室（学校教育課、企画振興室、生涯学習

課、国民文化祭推進室、文化財課）が行った４６事業について「令和５年度 羽咋市

教育委員会点検・評価シート」の提出を受け、その趣旨、決算額・事業内容・実施状

況等について事業担当課のヒアリングを実施し、各事業の内容や効果について確認、

把握を行った。 

 事業分類は令和３年度からの第６次羽咋市総合計画に基づき、「歴史と文化の保存

と継承、活用」「文化を育む環境づくり」「全世代活躍のまちづくりの推進」「学校教育

の充実」「次世代を担う青少年の育成」「教養や生きがい、健康維持の土台づくり」と、

基本施策を定め、それぞれが細分類化されている。  

 個別事業ごとの評価は、点検・評価シートの委員評価欄に記載したとおりであるが、

ここでは点検・評価に当たっての所見を述べたい。 

今回で１５回目の評価となり、本報告では具体的な事業ごとに点検及び評価を行っ

ており、その事業を行うことの目的・目標をしっかりと設定し、そのためにどのよう

な取り組みを行うのかを明記している。しかし、事業の種類が多く、短期的に効果が

見られるもの、一定期間を経ないと事業の真価が分からないものも見受けられる。 

また、全事業について統一的に同一の形式により点検及び評価することの適切性や

具体的事業の実施状況も勘案しながら、点検及び評価の在り方について再考する必要

があると考える。 

令和５年度は能登半島地震の影響で延期となった行事等もあったが、新型コロナウ

イルス感染症の行動制限の緩和で事業実施の工夫が見られた。震災からの復旧復興等

の課題はあるが、今後もより効果的・効率的な事業を行うとともに、学力の維持向上

と地域のウェルビーイングの実現に努めていただきたい。 

 最後に、教育委員会の様々な取組内容が容易にインターネットで見られるように、多

様な情報提供がなされている。それをどのように保護者・地域の人が情報を受け取り、

どれだけ理解されているかを確認し、市民への広報の充実を図ってほしいと考える。  

以上、さらなる向上を目指して、羽咋市ならではの教育活動がますます発展と充実さ

れることを期待する。  

  令和６年１１月２０日                     評価委員一同 
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Ⅰ 教育委員会の事務の点検・評価制度の概要 

 

１．教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施について 

 

   平成１８年１２月の教育基本法の改正と平成１９年３月の中央教育審議会の答

申等を踏まえ、平成１９年６月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以

下「地方行政法」という。）が改正され、「教育委員会の責任体制の明確化」を

目的として、同法第２６条に「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価等」が規定されました。 

 

 

 

２．教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

 

   羽咋市教育委員会では、地方行政法の規定に沿って、令和５年度中における事

務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行います。 

 

（１）点検及び評価の目的 

    点検及び評価は、住民に対する行政の説明責任を果たすことによって教育行

政に対する市民の理解と信頼性の向上を図るとともに、今後重点化を図らなけ

ればならない分野を明確にすることによって、市民が求める質の高い教育を提

供していくことを目的としています。 

 

 （２）点検及び評価の対象 

   ①  対象期間  

令和５年度（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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   ②  対象事務  

地方行政法に規定されている教育委員会の権限に属する事務（市長部局に

おいて補助執行している事務を含む。）及び市長の権限に属する事務のうち

教育委員会事務局において補助執行している事務 

 

 （３）点検及び評価の実施方法 

    令和３年３月に策定された 「第６次羽咋市総合計画」 （令和３年度～令和

１２年度）に掲げる基本目標に基づき「１歴史と文化の保存と継承、活用」、

「２文化を育む環境づくり」、「３全世代活躍のまちづくりの推進」、「４学

校教育の充実」、「５次世代を担う青少年の育成」、「６教養や生きがい健康

維持の土台づくり」の６つの基本施策に伴う事務事業ごとに、令和５年度中の

活動状況を点検し、これを評価する方法により実施します。 

    点検評価の手順は、次のとおりです。 

 

             

      

         ↓ 

 

 

         ↓ 

 

 

         ↓ 

 

 

         ↓ 

 

 

         ↓ 

 

 

 

 （４）教育に関し学識経験を有する者の知見の活用について 

    点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々から 

評価を受けるため、「評価委員会」を設置し、委員から評価をいただきました。 

 委員は次の方々です。 

  ・元小学校長         ２名 

  ・元市課長          １名    計３名 

 

一 次 評 価 

最 終 評 価 

学識経験者の知見活用 

議会への報告書の提出・公表 

事務担当課による評価 

一次評価結果の評価委員への報告 

評価委員の評価を受けた事務事業の教育委員会 

での最終評価 

 

二 次 評 価 担当課による所管事業の評価委員への説明 

評 価 の 点 検 評価委員による評価のとりまとめ 
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教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価実施要綱 
 

（目的） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和年法律第 162

号。以下「法」という。）第 26条の規定に基づき、羽咋市教育委員会（以下「委員

会」という。）が実施する教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

について、必要な事項を定めるものとする。 

（点検及び評価の対象） 

第２条 点検及び評価の対象は、法第 21条各号の規定に基づき委員会の権限に属する

事務として処理する事務事業とする。 

（点検及び評価の内容） 

第３条 点検及び評価は、前年度の事務事業の進捗状況を総括するとともに、今後の

課題や今後の取り組みの方向性を示すものとする。 

（評価委員の設置） 

第４条 委員会は、点検及び評価の実施にあたり、教育に関し学識経験を有する者を

評価委員とし、その知見の活用を図る。 

２ 評価委員は、教育に関し学識経験を有する者の中から３名を選任し、委員会が委 

嘱する。 

３ 評価委員の任期は３年とする。 

４ 評価委員の報酬及び費用弁償は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例（昭和 49年３月 27日条例第２号）の定めるところによる。 

（点検及び評価の実施） 

第５条 委員会は、毎年度、前年度の対象事務の進捗状況を取りまとめ、評価委員の

意見を徴収した上で、点検及び評価を実施する。 

（報告等） 

第６条 委員会は、前条の点検及び評価の結果に基づき報告書を作成し、羽咋市議会

に報告するとともに、ホームページ等により市民へ公表する。 

２ 前項の報告書の様式は、教育長が別に定める。 

（委任） 

第７条 この要綱に規定するもののほか、必要な事項は教育長が定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成 22年４月１日から施行する。 

 



Ⅱ　教育委員会の活動状況

　１　教育委員会委員名簿

（令和６年３月３１日現在）

　　　　　　　教育長

　　　　　　　教育長職務代理者

　　　　　　　委　 員

　　　　　　　委 　員

　　　　　　　委　 員

　２　教育委員会の開催状況

期　日

　第５回

（令和５年５月２２日）

　第６回

（令和５年８月２１日）

　第７回

　 （令和５年８月２１日）

　第８回

（令和５年１１月２０日）

　第１回

（令和６年２月１９日）

　第２回

（令和６年３月１２日）

　第３回

（令和６年３月１９日）

　第４回

（令和６年３月２２日）

　令和６年度羽咋市教育方針及び主要事業について

　羽咋市博物館協議会委員の任命について

　令和６年度羽咋市一般会計予算（教育費）について

　令和５年度羽咋市一般会計２月専決補正予算（教育費）について

（議決事項）

　令和６年度羽咋市学校教職員（管理職等）の人事について

（議決事項）

　公民館長の任命について

　羽咋市文化財保護審議会委員の任命について

　羽咋市学校給食費助成要綱の一部改正について

　令和５年度羽咋市一般会計補正予算（教育費）について

（議決事項）

　小学校教科用図書採択について

　令和６年度羽咋市学校教職員（一般教職員）の人事について

（議決事項）

　令和５年度羽咋市一般会計補正予算（教育費）について

　ユーフォリア千里浜の指定管理者の指定について

　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書(令和４年度事業分)
  について

（議決事項）

　羽咋市教育委員会委員辞職の同意について

　令和５年度羽咋市一般会計補正予算（教育費）について

（報告事項）

　令和４年度「業務委託契約の締結について」の一部変更の報告について

　学校評議員の委嘱について

　羽咋市立公民館運営審議会委員及び分館運営委員会委員の委嘱について

（議決事項）

　羽咋市立公民館の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

　ユーフォリア千里浜設置条例の一部改正について

　羽咋市適応指導教室設置規則の制定について

　学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について

西　浦　　雅　人 （令和 3年 3月19日～令和6年 6月30日、１期目）

西　　　　 和　美 （令和 3年 4月 1日～令和7年 3月31日、１期目）

付　議　案　件　等

（議決事項）

八　島　　和　彦 （平成30年 4月11日～令和6年 4月10日、２期目）

今　井　　和　秀 （平成26年 7月10日～令和8年10月15日、４期目）

岡　田　　規　子 （令和元年12月21日～令和6年 3月31日、２期目）

　令和６年度羽咋市教育委員会事務局管理職等の人事について

　令和５年度羽咋市一般会計１月専決補正予算（教育費）について

　令和５年度羽咋市一般会計予算（教育費）について

　羽咋市学校給食費条例の一部改正について

　羽咋市学校給食費規則の一部改正について

（報告事項）

（議決事項）
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　３　その他の主な活動

各種会議・関係行事等 開催場所及び参加者等

　令和５年 　４月 教職員辞令交付式 羽咋市役所　【教育長】

市立小中学校入学式
小学校５校、中学校２校
【教育長・教育委員】

石川県市町教育委員会連合会理事会 金沢市庁舎　【教育長】

石川県市町教育委員会教育長会議 ＫＫＲホテル金沢　【教育長】

　５月 石川県市町教育委員会連合会定期総会
金沢市教育プラザ富樫
【教育長・教育委員】

地区社会体育大会

教育活性化プラン事業説明会 羽咋市役所　【教育長・教育委員】

　６月 「妙成寺を国宝に」シンポジウム コスモアイル羽咋　【教育長・教育委員】

学校訪問 【教育長・教育委員】

文化財保護審議会 歴史民俗資料館　【教育長】

　７月 石川県市町教育委員会連合会理事会 金沢市役所　【教育長】

羽咋市民スポーツ大会 羽咋体育館【教育長・教育委員】

千里浜ビーチバレーボール大会 すぱーく羽咋【教育長】

　８月 石川県ｽﾎﾟｰﾂ大会 かほく市【教育長】

１０月 石川県市町教育委員会連合会研究大会 能美市【教育委員】

市立小学校運動会 小学校５校　【教育長・教育委員】

市民駅伝祭 【教育長・教育委員】

１１月 教育委員会事務の点検・評価委員会
羽咋市役所
【教育長・評価委員・教育委員】

石川県教育行政功労者表彰式 石川県庁舎　【教育長】

石川県市町教育委員会連合会理事会 ＫＫＲホテル金沢　【教育長】

石川県市町教育長研修会 ＫＫＲホテル金沢　【教育長】

公民館研究集会 邑知ふれあいセンター　【教育長・教育委員】

１２月 総合教育会議 羽咋市役所　【教育長・教育委員】

令和６年 　１月 ２０歳のつどい 【延期】

消防出初式 【中止】

  ２月 市教育研究会総会 羽咋市役所  【教育長】

教育活性化プラン報告会 羽咋市役所　【教育長・教育委員】

  ３月 市立中学校卒業証書授与式 中学校２校　【教育長・教育委員】

市立小学校卒業証書授与式 小学校６校　【教育長・教育委員】

  通年 羽咋市議会定例会及び臨時会 羽咋市議会議場　【教育長】

その他関係方面からの会議・行事出席
依頼による参加

時　期
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Ⅲ　点検・評価の結果

１　第６次羽咋市総合計画　基本計画における施策体系 教育委員会所管事業あり

基本計画 基本目標

学びと安心を高め
あ合う　ひと・まち
づくり

①学校教育の充実

②次世代を担う青少年の育成

③教養や生きがい、健康維持の土台づくり

④消防力の充実と予防措置

⑤地域防災力の強化

⑥交通安全と防犯意識の向上

⑦快適な道路網の整備と管理

⑧良質な住生活の推進

⑥地域医療体制の維持・充実

⑦行政サービスの向上と効率的な行財政運営の推進

多彩な交流と賑わ
いあふれる　ひと・
まちづくり

①農林水産業の振興

②商工業の振興

③まちなかの都市機能の充実による賑わい創出

④雇用の創出と働きやすい環境づくり

⑤多彩な交流の推進

⑥関係・移住・定住人口の拡大

③緑豊かな環境づくり

④安全で信頼される上水道の推進

⑤適正で効率的な下水道の推進

希望を持ち、助け
あい、活躍できる
ひと・まちづくり

①安心して子育てできる環境づくり

②超高齢社会への対応充実

③障がいのある人への支援

④全世代活躍のまちづくりの推進

⑤社会保障制度の維持・充実

施　策　の　大　綱

共
創
に
よ
る

「
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

」
と
新
技
術
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

歴史をつなぎ、文
化を育む　ひと・ま
ちづくり

①歴史と文化の保存と継承、活用

②文化を育む環境づくり

美しい自然と環境
を守り伝える　ひ
と・まちづくり

①自然と共生する生活環境の保全

②循環を基調とした持続可能な社会形成

6



◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

2
 
歴
史
・
文
化
の
調
査
・
研
究
と
継
承

文化財調
査事業

文化財
課

市内の恵まれ
た文化財群を
一体的に保存・
活用するため、
文化財の現況
調査などを実施
する。

　２，４３１千円

１．妙成寺シンポジウム開催事業補助金
　　1,000千円

２．妙成寺魅力発信事業
　　妙成寺現地ガイドツアーなど　262千円
　　１１/23　30名参加
　　現地解説講師：名古屋工業大学麓教授

３．市史編纂資料・情報収集と整理
①写真・フィルム・新聞記事資料の整理
 　と目録作成
②庁内廃棄文書の確認､行政資料の収集
　・整理

４．市内遺跡発掘調査等事業
①羽咋古墳群（市道川原町線）の
   発掘調査　974千円
②開発に伴う試掘調査　3回　195千円

【成果】
　北國総研による妙成寺シン
ポジウムへの開催協力。金沢
市赤羽ホールと、コスモアイル
羽咋の２か所で行ったほか現
地ガイドツアーを実施し、妙成
寺の魅力を周知した。
　駅西再開発がらみで市道川
原町線の敷設予定地のうち羽
咋古墳群の範囲部分における
発掘調査を実施した。

【課題】
　文化財が地域の宝・誇りとし
て地元の理解や愛着が深めら
れることが重要である。
　また、新たな調査で得られた
成果をしっかりと調査・研究し、
成果をまとめ、新たな観光資
源や地域の活性化へ向けて積
極的な活用が必要である。
　数年前から資料館ホーム
ページなどで情報の公開を
行ってはいるが、まだまだ十分
ではないため、資料の整理を
進め今後も文化財の魅力や価
値を発信することで周知に努
めたい。

　恵まれた文化財群を一体的
に保存、活用するための現況
調査などを実施している。
　妙成寺や各発掘調査の成果
は、報告書や説明会の開催な
どで広く周知していくことが重
要であると考える。地元の宝で
ある文化財の価値を幅広い年
齢層で共有し、地域への愛着
やつながりをより一層深めるこ
とに努めてほしい。
　今後も、積極的に魅力を発
信し、まちづくりに利活用でき
るよう調査・研究を行い、成果
を整理し公開してほしい。　ま
た、妙成寺国宝指定へ機運の
醸成に向け、より一層取り組ん
でほしい。

1
 
文
化
財
の
保
護
・
管
理

文化財管
理事業

施
策
１
 
 
歴
史
と
文
化
の
保
存
と
継
承
、

活
用

羽咋市特有の
自然・歴史・文
化を物語る指
定文化財の保
護を図る。

　１７，７８４千円

１．指定文化財の保護
①文化財保護審議会の開催 2回
②文化財パトロールの実施 　３回
③市指定・未指定文化財確認の実施 １回
④天然記念物の保護
  ・イカリモンハンミョウ生息数調査5～9月
　　指定地車止めの補修
  ・ホクリクサンショウウオ
　  卵塊、生息数、生態調査(12～4月）
　  生息地の保護・環境整備(除草)
　  増殖池の配水管修繕
　・鹿島路のタブノキ保護事業
　　 土壌エアレーション等の実施
　　 説明看板の設置
　・羽咋神社のケヤキ保護事業
　  枯損枝処理、支柱結束直しの実施
⑤分室解体工事　 9,900千円
⑥妙成寺五重塔保存修理事業費補助金
　　3,030千円
⑦永光寺鐘楼保存修理事業費
　　　1,000千円
⑧国指定重要文化財「妙成寺山水蒔絵
　　机・料紙筥」保存修復事業補助金
　　210千円(R4から2か年継続)
⑨県指定気多神社神庫保存修理事業費補
助金
　　4,125千円(R4・R5_2か年分)

２．埋蔵文化財の保護
①埋蔵文化財包蔵地の照会　　　  3件
②滝古墳群等除草委託　127千円
③吉崎・次場弥生公園の管理
　・園内の美化（除草等）､部分補修
  ・復元建物等施設の管理（開閉・清掃等）
④市内遺跡出土資料の整理

　文化財保護のために定期的
な巡回調査を行い、文化財の
現状把握に努め、所有者等と
の連絡・協議を行い、保存管
理に努め、文化財の活用も図
られている。
　近年は､令和６年能登半島地
震や豪雨等異常気象による激
甚災害に襲われるなど、文化
財毀損の可能性も高まってい
るため、緊急時における速や
かな対応に留意してほしい。
　また、保存修理が必要とされ
る建造物については、関係機
関と協議・連携し、計画的に対
応することが望ましい。
　また、安全管理には特に留
意するとともに、市域の文化財
の適切な保存管理並びに、そ
の利活用について、利用者に
も満足してもらえるように、羽咋
の歴史文化を広めてほしい。
　本市は、県内でも有数の文
化財を有しており、適切な保護
に加えて、児童生徒への教育
を含め、一般の方にもわかりや
すい形で文化財の魅力や価
値を発信していくことも重要な
課題の一つであると考える。

【成果】
　指定文化財の巡回および定
期パトロールを行い、文化財
保護に努めている。所有者等
との連携も図れている。
 重要文化財妙成寺五重塔の
五層目の屋根、市指定建造物
永光寺鐘楼の保存修理並び
に、気多神社神庫の保存修理
及び　重要文化財妙成寺山水
蒔絵机・料紙筥(漆工品)の保
存修理を行うなど、重要文化
財の保存管理に努めた。
　地震発災直後から市内文化
財の被害状況を確認し、修復
等が必要な事案には所有者等
と協議を行っている。

【課題】
　市内には、修理が必要な文
化財建造物等が多く、適切な
修理計画及び財政面での調
整が必要である。今後も所有
者や管理者との連絡を一層高
め､適切な保存・管理 に向け
た速やかな対応に努める。
　地震により被害を受けた未指
定の文化財についてレス
キューを行っている。未整理の
資料も多く、今後の適切な保
存管理が必要である。

文化財
課
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

2
 

歴
史
・
文
化
の
調
査
・
研
究
と
継
承

教育普及
事業

文化財
課

郷土に関する
資料や研究
データを活用し
て歴史民俗資
料館や弥生公
園を拠点に講
座などの事業を
展開し、文化財
保護や、郷土の
歴史・文化の理
解を深める。

　 ０千円
①展示解説の実施
　・常設展等希望者随時(学校,団体,個
      人)
②主催講座等の開催
　・弥生人講座　　14回 　362人
　・古文書講座 　   6回 　 12人
　・むかしがたり 　  0回　  　0人
　・特別講演　　　   0回　　　0人
③郷土学習の支援
　・小中学校(市内外）　　12件　1,031人
　・資料の利用(貸出ほか)　19件
　・窓口相談　　19件
  ・出前講座　　　10回　延べ180人
④ボランティアの活動支援
　・活動日数延 551日
　・登録者 10人(活動内容6項目)
⑤図書頒布　 38種
⑥研修室の利用　24回  178人
⑦文化財レスキュー「下張り文書ワークショッ
プ」
　　2回　41人

【成果】
　新型コロナウイルス感染症に
よる行動制限が緩和され、減
少していた見学者やイベント参
加者も回復傾向を見せてい
る。講師派遣依頼や収蔵資料
の利用についても一定数の申
し込みがあった。電話やメール
を含めた相談もあり、展示見学
以外での資料館の利活用が、
ある程度定着してきている。

【課題】
　資料館の利活用の推進に
は、一般的な展示品の見学以
外にも、収蔵資料や情報の適
切な管理に努め、市民が日常
的に閲覧や文化活動できる空
間を提供することが必要であ
る。
　近年特に推進されているデ
ジタル推進事業においても収
蔵資料のデジタルコンテンツ
化に取り組み、手軽に活用し
てもらえるよう、内容を充実さ
せていくことも必要である。
　また、ボランティア活動への
支援体制の充実も課題であ
る。

　関係機関と協力して開催して
いる企画展示やボランティアと
の協働による古文書資料の整
理、自発的な学習会の開催補
助など文化財保護の啓発や歴
史文化の学習機会の拡充を実
施している。
  市民の協力を得ることやボラ
ンティアとの関わり方とその支
援について、今後も努力して
ほしい。
　市内外の各学校において、
社会科学習・古代体験等が行
われており、実物資料の見学
や体験活動を経て、郷土に愛
着を持つ子どもの育成につな
げてほしい。
　資料のデジタル化を積極的
に行うことは必要であり、今後
も継続して取り組んでほしい。

3
 
市
民
の
郷
土
学
習
と
文
化
活
動
の
支
援

歴史民俗
資料館施
設運営事
業

文化財
課

郷土の歴史や
文化を継承して
いくため、市民
とともに郷土に
関する資料や
情報を収集・整
理し、保存と活
用を図る。

　１３，５４６千円

入館者数　　1,241人
　（大人1，033人、高校生以下208人）
①資料収集
 　寄贈 64件608点/借用 15件376点
   寄託 2件852点/移管 2件86点
　 採集10件10点
②図書類の受入
 　図書 69冊／館報類　17機関
③収蔵資料や展示・保存場所の虫害防除
　 作業　１回　５月
④展示室・収蔵庫の環境調査 １回 10月
⑤収蔵資料の点検・整理
⑥古文書 電子ﾃﾞｰﾀ 化
⑦企画展等　　　　　 　観覧者数 573人
  　「折口信夫没後70年展『折口信夫がのこ
　　したもの』」　いしかわ百万石文化祭2023
　　地域文化発信事業として　(10/14～
11/26)
⑧維持管理
　・設備管理、電気保安管理、清掃、警備
　 委託
⑨施設改修工事、修繕
　・事務室空調改修工事　　3,135千円
　・外壁改修工事実施設計委託　2,749千円

【成果】
　入館者数は、増加傾向に
あったが、能登半島地震に伴
う閉館期間延長の影響で微増
にとどまっている。
　資料の整理については、ボラ
ンティアの協力により進んでい
る。

【課題】
　資料館業務の根幹には郷土
史の調査・研究があり、その過
程で収集された資料を適切に
整理し、保存・活用を図ること
が重要である。この一連の基
礎的な業務については、継続
的な実施が必要である。
　資料館は、建設から築41年
が経過し、老朽化が激しい。年
始の地震による被害は軽微な
ものであったが、経年劣化によ
る外壁のひび割れと軒下のコ
ンクリートの剥落が多数あり、
危険である。また、空調設備の
室外機の腐食も激しく、改修工
事を令和６年度に行う予定で
ある。
　地震発災による文化財レス
キュー資料が想定以上に集ま
り、屋外に仮置きされている物
も多い。適切な管理、資料整
理の実施が必要である。

　郷土の歴史や文化を継承し
ていくための資料収集などを
実施し、保存・活用にも活かせ
ている。
　ボランティアの協力による資
料の整理も進み、展示・講座
等で活用していることは良い。
今後は資料のデジタル化や公
開の方法、周知についても検
討してほしい。
　市民からの要望も多様化して
いると思うが、対処の努力を続
けてほしい。
　施設の老朽化については、
計画性をもって早急に実施し
てほしい。
　今後も企画展等の充実や資
料館の環境改善と合わせて、
収蔵資料の適切な整理・保存
と活用に向けて、郷土史の調
査・研究に基づく資料収集を
継続的に実施してほしい。
　震災により増加した資料につ
いても地元の歴史を物語るも
のであることから、計画的に整
理し、この地震で廃棄されてし
まう事の無いよう保存管理に努
めてほしい。

施
策
１
 
 
歴
史
と
文
化
の
保
存
と
継
承
、

活
用
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

文化祭開
催事業

生涯学
習課

日頃の芸術文
化活動の研修
成果を公共の
場で一同に発
表展示し、心豊
かな人が育つ
文化の香りあふ
れる場を市民に
提供する。

　７１５千円

①初夏を彩る文化祭
　　開催日：令和5年6月8日～11日
　　参加団体：11、参観者数：1,725人
　　〔参考R4参加団体：11
　　　　　　　参観者数：1737人〕
　　会場：コスモアイル羽咋ほか

②文化祭
 　開催日：令和5年11月2日～3日、5日
　　参加団体：24、参観者数：2,416人
　　〔参考R4参加団体：20
　　　　　　　参観者数：2653人〕
　　会場：羽咋体育館・ｺｽﾓｱｲﾙ羽咋ほか

【成果】
　新型コロナウイルス感染症の
行動制限の緩和により、会場
において、作品を展示して開
催することができた。公民館関
係の団体に出展を呼びかけた
ことで、参加団体や展示の充
実につながった。

【課題】
　マンネリ化解消のため、継続
して改善を行う必要がある。コ
ロナ禍の間に高齢化や会員・
出展数の減少が進んでいるた
め、継続方法を検討する必要
がある。

 文化団体の発表機会を持つ
ことで、市民の文化に関する関
心を高めることに貢献してい
る。
昨年も同様の意見を付した
が、年ごとにテーマ性を持たせ
たり、会場の配置を工夫した
り、市民参加を促す事業を取り
入れるなど、継続して改善を行
い、来客者の増加に努めてほ
しい。

芸術文化
振興事業

生涯学
習課

自衛隊演奏
会、スクールシ
アター等を通じ
て、市民や小中
学生に本格的
な芸術鑑賞の
場を提供する。

　９１７千円

①第28回自衛隊定期演奏会
 　開催日　令和5年9月10日
　　入場料　無料
　　来場者　一般市民761人

②芸術鑑賞推進事業
　　開催日　令和5年5月29日
　　内　容　 スクールシアター
　　　　　　　 東京演劇アンサンブル
　　　　　　　　『おじいちゃんの口笛』
　　対象者　市内小学4～6年生
　　　　　　　 452人

【成果】
　生の音楽鑑賞や演劇に触れ
る機会が少ないことから、毎年
好評であり、今回も盛況であっ
た。

【課題】
　市民から演奏会の年間複数
開催を望む声があるが、予算
の問題もあり今後の検討課題
である。

　自衛隊定期演奏会や芸術鑑
賞は、市民の音楽文化の醸成
や、児童生徒の情操教育充実
に寄与している。
　今後は、市民が安価な入場
料で鑑賞できる演奏会開催の
ため、(一財)自治総合センター
等が行う文化公演事業を積極
的に活用してほしい。

折口文学
普及推進
事業（市民
公開講座）

生涯学
習課

折口文学につ
いて市民公開
講座（講演会）
を開催し、郷土
にゆかりの深い
文学者の市民
理解を深める。

　４８９千円

①記念短歌大会
　 誌上大会として開催
　
②碑めぐりウォーキング
　 開催日：令和5年9月2日
　 内容：折口文学の普及推進
　　「小川先生と歩く折口信夫が見た風景」
　 講師：國學院大學名誉教授 小川直之氏
　 場所：気多大社～折口父子墓周辺

【成果】
　第43回目の短歌大会は、コ
ロナウイルス感染症拡大防止
のため引き続き誌上大会と
なった。

【課題】
　公開講座について、岡野先
生に代わり小川先生に来てい
ただいたが、引き続き継続して
いくためには協議が必要。

　郷土にゆかりの深い折口信
夫の講座を開催し、文化の向
上に寄与している。
　今後は、折口文学へのさらな
る理解を促進するため、市保
存会や國學院大學と連携し、
講師の選定や講座のあり方を
検討してほしい。

２
　
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

市民外国
語講座開
催事業

生涯学
習課

外国語講座をと
おして外国語を
話せる人を増
やし、市民の国
際交流の意識
を高める。

　０千円

①英語講座
　　（内容）
　 回数　年間40回　内容　初級～上級
　 講師　市内在住の英語を母国語と
　 　　　　する外国人
　
②中国語講座
　　（内容）
　 回数　年間20回　内容　初級・中級
　 講師　在日中国人、日中友好協会
　  　　　 会員

【成果】
　市内で外国語講座を気軽に
受講できる機会を維持すること
で、国際交流意識を高めること
ができた。
　
【課題】
　講座の受講者は社会人が多
く、若年層の参加は高校生が
一人のみであった。幅広い年
齢層へPRすることで受講者拡
大を図り、若年層においても多
文化交流の機会となるよう取り
組む必要がある。

　外国語講座を気軽に受講で
きる機会を提供することで、外
国語に慣れ親しむとともに、国
際交流意識を高めている。
　今後も、市広報やホーム
ページ、市SNS、地区公民館
だより等を活用し受講者の拡
大を図るとともに、国際感覚を
養う場として有効であるため、
次代を担う若年層が受講でき
る方策を検討してほしい。

１
　
文
化
を
支
え
る
人
材
育
成
と
支
援

施
策
２
 
 

文
化
を
育
む
環
境
づ
く
り
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

施
策
２
 
 

文
化
を
育
む
環
境
づ
く
り

２
　
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

国際交流
推進事業

生涯学
習課

市民の国際社
会への理解と
関心を高めるた
め、外国人留学
生をホストファミ
リーに受入を
行ってもらい、
文化の交流を
図る。

　３０８千円

①ジャパンテント（世界留学生交流）通常事
業 再開
　 実施期間
　　令和5年8月17日～8月19日
②ふれあいにほんごひろば（宝達志水町共
催）
　　毎月2回日本語サポーターによる外国人
に対する日本語指導参加サポーター　　9人

【成果】
　新型コロナウィルス感染症の
行動制限の緩和により、各市
町での交流事業を2泊3日の日
程で再開。

【課題】
　今年度は2泊3日での開催の
ため、留学生たちと交流する
時間が足りないとの意見があっ
たため、行政プログラムの設定
時に考慮する必要がある。
　また、JAPAN　TENT開催委
員会への負担金が大きい。

　ジャパンテントでは、外国人
留学生を市内の家庭に受け入
れてもらい、文化の交流が図ら
れている。
　異文化交流に市民が関心を
持ち、ホストファミリーが固定化
しないよう広く周知してほしい。
ジャパンテントは事業内容や
開催期間の割に、開催委員会
への負担金が大きいため、開
催委員会へ各市町の負担金
削減の要望をしてほしい。

１
　
生
涯
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

コミュニティ
助成事業

生涯学
習課

地域のコミュニ
ティ活動備品の
整備を行い地
域活動の充実
と強化を図る。

　２，４００千円

①旭町　2,400千円
 　祭礼用具の整備

　

【成果】
　コミュニティ活動備品・祭り用
具の整備により、地域活動や
世代間での交流の促進が図ら
れた。

【課題】
　従前からの要望を継続して
いるため、申込から整備まで数
年を要する。助成件数の拡大
などを求める必要がある。

　祭り用具などの整備により、
助成対象地域で活発なコミュ
ニティ活動が進められている。
　今後は、助成を要望している
町会が多く、整備までに歳月
を要することから、県に対して
助成件数の拡大を要望してほ
しい。

２
　
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

ＤＶ対策事
業

生涯学
習課

配偶者からの
暴力に係る通
報、相談、保
障、自立支援
等の体制を整
備することによ
り、配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護を図る。

　０千円

①相談業務（電話・来所）
   相談内容により、一時保護が必要な場
　 合は、県女性相談支援センターへ引き
　 継ぐ。

  ・女性支援ダイヤル(22-7830)
  ・県ＤＶホットライン(076-221-8740)

②パープルリボンキャンペーンの実施
　・羽咋市役所
　・市立図書館
　・ユーフォリア千里浜

【成果】
　ＤＶに係る県の窓口担当者と
情報を共有・連携して進めて
いる。

【課題】
　相談内容は専門的な知識、
経験が必要とされることが多い
ので、人事異動がある行政職
員ではなく、専門員を配置する
ことが望ましい。

　経験豊富な職員が、県の担
当者と情報を共有・連携して進
めている。
　ＤＶは深刻な問題であり、一
旦発生すれば専門的な知識、
経験が必要とされることが多い
ため、専門員の配置を含め、
女性ダイヤルの市民への周知
を徹底し、気軽に相談できる体
制づくりを進めてほしい。

施
策
３
　
全
世
代
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
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施
策
３
　
全
世
代
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

２
　
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

男女共同
参画推進
事業

生涯学
習課

男女が互いに
その人権を尊
重しつつ、責任
も分かち合い、
それぞれの個
性と能力を十分
に発揮できる男
女共同社会の
実現を図る。

　０千円

推進状況報告書の作成

羽咋市立図書館と共催で、男女共同参画関
連の図書企画展開催

女性県政会議参加

【成果】
　法律や制度は着実に整備さ
れ、啓発等事業の推進により、
少しずつではあるが実現に向
けて進んできている。
「羽咋市男女が共に輝くまちづ
くり」第5次プランの推進を図っ
た。

【課題】
　固定的性別役割分担意識が
根強く残っているが、政策・方
針決定過程への女性の参画
がより進むよう取り組んでいく。

　法律や制度は着実に整備さ
れており、啓発等事業の推進
により、男女共同参画に対する
認識は徐々に浸透していると
思われる。
  今後も「羽咋市男女が共に輝
くまちづくり」第5次プランの推
進を図ってほしい。

施
策
４
　
学
校
教
育
の
充
実

小中学校
施設維持
管理事業

学校教
育課

小中学校施設
の効率的な維
持管理を行い、
常に良好な教
育環境を保つ。

小）　６４，０４６千円
中）　３７，０８３千円

邑知小プールグレーチング改修工事
　工事請負費　1,210千円
瑞穂小体育館越屋根外壁工事
　工事請負費　1,100千円
邑知中学校ランチルーム床改修工事
　工事請負費　2,497千円

防災・施設設備等の修繕
水質検査等の定期検査
学校営繕、警備、清掃、電気保安管理、防災
空調点検等の委託
光熱水費、会計年度任用職員報酬　ほか

能登半島地震災害復旧費(教育施設)
　６，０４２千円

小中学校施設災害復旧工事(建築)
　工事請負費　2,093千円
小中学校施設災害復旧工事(配管・設備)
　工事請負費　3,790千円
小中学校施設災害復旧修理
　修繕料　　　　　159千円

【成果】
　邑知小学校プールのグレー
チング改修をはじめ、瑞穂小
学校体育館越屋根外壁工事、
邑知中学校ランチルーム床改
修などを行った。地震の前に
概ね工事等を完了しており、
地震の影響によるものは災害
復旧事業から支出した。
  地震の影響により修理が必
要となった各小中学校の棟の
つなぎ目やひび割れなどの建
築工事及び配管・設備の改修
工事を実施した。

【課題】
　緊急度の高いものは、学校
生活に支障がないよう、工事
期間を調整しながら、早急に
取り組む。
  学校施設及び設備等の老朽
化対策が必要であり、優先順
位をつけながら、施設整備に
取り組んでいく。

　発災直後から、復旧工事に
取り組み、三学期から学校が
休校することなく開始できて良
かった。
　施設の老朽化対策及び感染
症予防、熱中症対策を継続し
て行ってもらいたい。
　安全安心を最優先に、良好
な教育環境が保たれるよう効
率的な運用に留意してほし
い。
　地震の影響で施設改修等遅
れが出ないよう、計画的な管理
運営を行ってほしい。

小学校施
設整備事
業

学校教
育課

小学校教育の
充実を図るた
め、小中学校施
設の整備・充実
を図る。

小）　５７，５８３千円

邑知小特別教室空調工事及び
校舎棟LED化工事監理業務委託
　委託料　2,123千円
邑知小校舎棟照明LED化工事
　工事請負費　24,440千円
邑知小特別教室空調設備整備工事
　工事請負費　31,020千円

【成果】
　邑知小学校校舎棟照明の
LED化工事及び特別教室の
空調設備整備工事を行った。

【課題】
　今後、他校特別教室の空調
整備工事を順次行い、他の施
設整備も計画的に取り組んで
いく予定。

　特別教室の空調設備工事や
校舎棟のLED化施設整備で、
教育環境の充実が図られた。
　今後も、随時、教育環境の整
備に取り組み、安心して学習
できる環境づくりに努めてほし
い。

１
　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
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項
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小中学校
運営事業

学校教
育課

小中学校に事
務的経費を配
分し、適正な学
校運営の向上
と学校教育の
充実を図る。

小）　１３，２３０千円
中）　　８，７４５千円

   事務用品、電話料、コピー使用料、通知表
印刷や賞状印刷、ピアノ調律など必要経費を
学校に配分し、学校運営に充てている。
　備品については、
　　羽咋小学校　視力検査器
　　粟ノ保小学校　衝立式パネル
　　瑞穂小学校　ワイヤレスマイクロホン
　　西北台小学校　片袖机
　　邑知小学校　プリンター
　　羽咋中学校　洗濯機
　　邑知中学校　プリンター　など購入

【成果】
　必要な経費を配分することに
より、各校予算の範囲内で計
画的にやりくりし、円滑な学校
運営に努めた。

【課題】
　事務局・学校で知恵を出し合
い、最少の経費で円滑な運営
ができるよう努力が必要であ
る。

　必要な経費を学校に配分す
ることにより、各校は計画的に
予算の範囲内でやりくりし円滑
な学校運営に努めている。
　デジタル化などで、経費の配
分等にも変化が見られると思う
が、引き続き知恵を出し合い、
学校教育の充実を図りながら
経費の節約に努力してほし
い。

小中学校
教材整備
事業（理科
備品業務を
含む）

学校教
育課

各小中学校の
教育目標や教
育内容を充実さ
せるため、教材
の補充、更新を
実施する。

小）　２，０４５千円
中）　　　５０８千円

　　児童生徒用義務教材（一般教材・電気製
品・
　 楽器・体育用品等）を一括購入
　　羽咋小　運動会用具
　　粟ノ保　 マーチングボード
　　瑞穂小　プロジェクター
　　羽咋中　クラシックギター
　

【成果】
　一人１台端末を活用し、個別
最適な学び、協働的な学びが
各学校で行われている。
　
【課題】
　より効果的なデジタル教材が
活用できるよう、アプリ等の精
査が必要である。

　一人１台端末を活用した授
業が日常化するなど、教育内
容の充実が図られている。
　今後も導入している教材等
の効果を検証し、効果的な教
材の導入に努めて欲しい。

小中学校
図書館充
実事業

学校教
育課

全小中学校の
図書館に司書
等を配置し、児
童生徒の読書
機会の充実と
読書意欲の喚
起を図る。

小） １１，７９２千円
   図書館司書（会計年度）3名
　 図書館事務員（会計年度）2名
 　図書購入費　1,485千円
　 消耗品費等　　272千円

中)　２，８００千円
 　図書館事務員（会計年度）2名
 　図書購入費　　349千円
　 消耗品費等　　398千円

【成果】
　R5年度から、１校に１人図書
館事務員を配置し、児童生徒
が読書に親しむための良質な
図書の購入や電子図書の活
用、及び図書室を季節ごとの
飾りつけを行うなど、図書環境
の整備、拡充を行った。

【課題】
　紙媒体の図書と電子書籍の
両者の長所を掛け合わせて児
童生徒により良い読書環境を
整備していく。

　各校１名の図書館司書・事務
員の配置や電子図書の活用な
ど、児童生徒が読書に親しむ
ための取組が進められている。
また、お勧めの本を紹介する
などの取組も評価できる。
　電子図書の導入により紙媒
体の図書との両者の長所を生
かし一層の読書の機会を設け
てほしい。

中学校部
活動支援
事業

学校教
育課

中学校部活動
推進のため、各
種大会参加費
の補助を行うこ
とにより、生徒
の健全育成を
図る。

　５，１９２千円

①中学校体育連盟補助金　　　4,874千円
②中学校吹奏楽コンクール派遣費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78千円
③報酬（クラブ講師４名）　　　　 　240千円

【成果】
　令和5年度では各種大会が
実施され、北信越大会や全国
大会への参加費及び遠征費
の一部を補助することにより、
保護者の負担軽減を図り、部
活動を通して、生徒の交流及
び団結力が養われた。

【課題】
　経費節減のため、今後も移
動については、極力市マイクロ
バスを利用。

　各種大会参加費及び遠征費
の一部を補助することにより、
保護者の経済的負担を軽減
し、部活動を通して、生徒の身
体的、精神的成長が促される
とともに、生徒間の交流及び団
結力が養われている。
　今後も適正な配分により、継
続的に実施してほしい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート
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教育活性
化プラン支
援事業

企画振
興室

市内全校で教
育活性化プラン
を作成し、教職
員の意識と資
質の向上、教育
活動の質の向
上、地域に開か
れた学校づくり
等の取組を推
進することによ
り、特色ある学
校づくりを進め
る。

　３，０００千円

①教育活性化プラン
　 実施計画書の作成(全小中学校(７校))
　 教育委員会によるヒアリングの実施
　　　　　　　　　　　　　（R5.5.31）
　 報告書の作成及び報告会の開催
　　　　　　　　　　　　　（R6.2.21）
②学校目標一覧の作成
　　（市のホームページに掲載）

【成果】
　「学力向上」「英語教育推進」
「ICT活用の指導指針推進」に
ついて、各校で数値目標を取
り入れたプランを作成し、各校
で特色ある教育活動が行われ
た。単元デザインの共有、複線
型授業の導入等により、高い
学力が維持されている。

【課題】
　各学校での取組が増え、教
職員の負担増加が懸念され
る。取組の効果を検証し、整理
する必要がある。

　各学校の児童生徒の実態に
合わせた特色ある教育活動に
より、これまで同様高い学力が
維持されている。取組の中に
は、学校だけでなく家庭や地
域と連携したものも多く見られ
る。
　取組の効果を検証し、教職
員や児童生徒の負担を考慮し
たプランになるように努めてほ
しい。

市教育研
究会補助
事業

企画振
興室

教育研究を行う
市教育研究会
に補助金を交
付してその活動
を支援し、教育
力の向上を図
る。

　１３１千円

①教科部会（11部会）
②特別教育部会(７部会)
③実践発表
④体育文化事業（文集、科学研究物、水泳
記録会（各学校）、音楽会、読書感想文・感
想画）

【成果】
　ICT端末を効果的に活用した
授業実践が行われた。各部会
での研修も行われ、教師の
ICT端末を活用した授業力の
向上につながった。

【課題】
　社会の変化や要請に応じた
事業の実施に向けての工夫が
必要である。より効果的なデジ
タル教材の活用方法につい
て、常に検証と改善が必要で
ある。

昨年度の教職員のワーキング
グループが中心となって作成
した「ICT活用の指導指針」を
市全体で共有することで、市内
全小中学校で一人１台端末を
活用した授業実践が行われて
いる。成長段階に応じてICT端
末を活用する児童生徒の姿が
見られる。
　業務改善の視点を取り入れ、
今後も効果的効率的に事業が
展開できるよう、導入している
教材の見直しに努めてほし
い。

特別支援
教育支援
員配置事
業

学校教
育課

特別支援教育
支援員を配置
することにより、
特別な支援を
必要とする児童
生徒の支援を
行う。

小）　３３，５２４千円
中）　　５，９６２千円

　小学校6校に18名、中学校2校に3名の学校
支援員を配置

【成果】
　支援員の配置により、適切な
支援を行うことができた。

【課題】
　支援を必要とする児童生徒
が増加傾向にあり、予算及び
人員の適正配置が課題であ
る。

　支援員の配置により、適切な
支援が行われており、安定した
授業ができる等一定の成果が
得られている。
　近年、支援を必要とする児童
生徒が増加傾向にあるため、
より良い人材確保と適切な人
員配置に努められたい。

小中学校
通学援助
事業

学校教
育課

スクールバス等
の運行により、
遠距離通学とな
る児童生徒の
通学援助を行
う。

小）　１２，２６４千円
中）　８，２３９千円
　遠距離通学する児童生徒のため、小学校
は５台のスクールバス（瑞穂小2台、邑知小3
台）を運行。羽咋中学校に一ノ宮・上甘田地
区、鹿島時地区にスクールバス（3台）を運行
（内２台は、西北台小学校上甘田地区の児童
の登校用として併用）
　その他、バス・自転車通学補助、冬季には
タクシー運行を行った。

【成果】
　R5.4月、余喜小・邑知小の統
合に併せて、余喜地区の児童
生徒用のスクールバス２台を設
置した。さらに、既設の羽咋中
学校スクールバス２台活用し、
上甘田地区児童の登校用のス
クールバスルートを併設した。

【課題】
　スクールバスの運転手の確
保とバスの事故防止が課題で
あり、スクールバスの年次的更
新も必要である。

　邑知小・余喜小の編入統合
にあわせた余喜地区の中学生
へのスクールバス運行の新設
や、羽咋中スクールバスを活
用した、上甘田地区児童の登
校用スクールバスルートを併設
など、遠距離通学をする生徒
の保護者の負担軽減に積極
的に取り組まれている。
　スクールバスの安全運行を
徹底するには運転手の指導が
重要であり、同時に責任体制
を明確にしてほしい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート
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基礎学力
向上プラン
事業

企画振
興室

学力調査の分
析結果をもとに
児童生徒一人
ひとりの学習の
問題点を洗い
出し、教科毎の
弱点を克服す
るためのきめ細
かな指導を行
いながら、基礎
学力の定着と
向上を図る。

　１，０６６千円

①学力調査の活用
　指導法の改善
　補充・発展学習の実施
②学力調査の実施
(小学校：R6.1.11　中学校：R6.1.11～12)
　小1～中2で実施
　　小学校1年～4年
　　　　　　  国語・算数
　　小学校5年～6年
　　　　　　　国語・算数・理科・社会
　　中学校1年～2年
　　　　　　  国語・数学・理科・社会・英語

【成果】
　各学校で、学力調査の結果
を分析し、定着状況にあわせ
た取組が行われた。
　
【課題】
　AIドリルを活用し、児童生徒
一人ひとりの学力の定着に向
けた確実な取組が必要であ
る。

　学力調査結果を分析し、児
童生徒一人ひとりへのきめ細
やかな指導により、高い学力が
維持できている。
　引き続き、全ての児童生徒を
取り残すことがないようICTを活
用して、個別最適な学びを推
進してほしい。

各種研修
事業

企画振
興室

各種研修会・講
座を開催し、学
校が組織的に
機能するため、
教職員の連携
を図り、資質を
高める。

　０千円
①若手教師研修会(R5.8.2、R5.8.24)
②主任研修会(R5.8.9、R6.1.5)
③外国語担当者研修(R5.6.28、R5.10.26)
④中堅教師研修(R5.7.24、R5.8.1)

【成果】
　役割や経験年数に応じた必
要な内容の研修を実施するこ
とで、学校の組織力、教員の
指導力を高めることにつながっ
ている。学校間の情報を共有
することで、効果的な取組が市
全体で共有できた。

【課題】
　役割や経験年数に応じて求
められる資質能力の向上に向
け、今日的課題を取り入れるな
ど研修内容のさらなる充実が
必要である。引き続き、ICT活
用が不安とする教員の支援を
行う。

　役割や経験年数に応じた研
修を実施することで、指導力向
上に努めている。
　今日的課題や若手教師の増
加に合わせ、教員の指導力向
上に向けた研修のさらなる充
実を求める。中堅やベテラン教
職員が築いたノウハウの継承
をスムーズに行ってほしい。

羽咋市ＰＴ
Ａ連合会補
助事業

企画振
興室

市内小中学校
ＰＴＡ相互の連
携を図り、家庭
と地域の教育
力の活性化を
推進する。

　１００千円

①代表委員会
　　(R5.4.14、R5.7.22、R6.2.17)
・第３回代表委員会において、東大セミナー
を講師として保護者向け講演会「子どもたち
の取り巻く環境と保護者の役割について」を
実施した。
②市ＰＴＡ連合会指定研究協議会
　　(邑知小　R5.9.24)

【成果】
　各校の代表者が意見交換・
情報交流を行いながら「学校・
家庭・地域が協働する“子育て
共同体”づくり」の推進を図るこ
とができた。講演会では保護
者として子供とどう関わるかに
ついて学ぶことができた。

【課題】
　社会の動向にあわせ、PTA
活動の在り方について、事業
の見直し等改善が必要であ
る。

　「学校・家庭・地域が協働す
る“子育て共同体”づくり」の推
進が引き続き図られている。
　家庭での教育力を高めるた
め、保護者向け講演会は継続
して欲しい。
　県外では県PTAの解散の例
もある。PTAの在り方について
継続して協議して欲しい。

いじめ・不
登校対策
充実事業

企画振
興室

規範意識と人
への思いやりに
あふれた児童・
生徒を育てると
ともに、いじめ
や不登校等の
ない児童生徒
が楽しく学べる
学校をつくる。

　０千円
①いじめ対策
　・いじめを見逃さない学校推進事業を
　　中心の取組
　・アンケートの実施（各学期に1回以上）
　　による実態把握と早期発見
　・いじめ問題対策チームによる早期対
　　応、未然防止対応
②不登校対策
　・生徒指導主事、生徒指導担当教員を
　　中心とした組織的対応
　・スクールカウンセラーとの連携
　・スクールソーシャルワーカーとの連携
③適応指導教室の開設

【成果】
　新たな取組として旧余喜小
学校(現余喜公民館)内に、適
応指導教室を開設した。学校
復帰のための自立をうながす
場として、児童生徒、保護者の
支援を行うことができた。

【課題】
　今後も学校組織として早期
発見・早期対応に努めるととも
に、関係機関との連携を進め
る必要がある。

　不登校児童生徒が安心して
学習したり過ごしたりできる居
場所として適応指導教室が開
設できた。
　いじめ・不登校については、
未然防止が重要である。引き
続き、学校組織全体で未然防
止、早期発見・早期対応に努
めてほしい。
　特にいじめは、家庭教育のあ
り方に大きな関わりがあること
から、家庭への理解の促進を
図ってほしい。
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２
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指
針
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推
進

学校評価
実施事業

学校教
育課

学校運営につ
いて、保護者や
地域住民の意
見を幅広く聴
き、開かれた特
色ある学校づく
りを推進する。

　１９５千円

①学校運営について目標を設定し、その
　 設定状況を把握・整理して、改善を図
   る。
②学校が自己評価や学校関係者評価の
   実施と結果の説明・公表を行なう。
③学校設置者等が、評価の結果に応じて
　 必要な措置を講じて、その向上を図る。
　　※学校評議員39人

【成果】
　自己評価や学校関係者評価
を受けることによって、保護者・
地域と学校が融和した「開かれ
た学校づくり」、「特色ある学校
づくり」の推進が図れる。

【課題】
　適切な評価を行うために、評
価方法の見直し（数値化の導
入）や必要な情報公開、デジタ
ル化など変化に応じた取り組
み内容の周知についても、課
題である。

　自己評価や学校関係者評価
を受けることにより、地域・保護
者・学校が融和した「開かれた
学校づくり｣｢特色ある学校づく
り」の推進が図られている。
　今後は、取り組みと評価の整
合性を図りながら、より良い学
校づくりに生かしてほしい。

３
　
英
語
教
育
の
推
進

外国語教
育推進事
業

学校教
育課
企画振
興室

児童生徒が今
後のグローバル
社会に対応で
きるように、ＡＬ
Ｔ（外国語指導
助手）の適正な
配置に努めると
ともに、英語検
定の支援、中学
生の海外派遣
を検討すること
により、英語に
よるコミュニケー
ション能力の育
成及び国際理
解の推進に努
める。

　１５，８２０千円

①外国語指導助手4名を配置し小中学校
   へ派遣。
　Ａ助手：羽咋小、羽咋中
　Ｂ助手：粟ノ保小、瑞穂小、羽咋中
　C助手：邑知小、邑知中
　Ｄ助手：西北台小、邑知小
②英語検定受験料の1/2を、試験の合否
　 に関わらず助成
　中学生：年2回分を助成
　小学生：年2回分を助成

　中学3年の英検3級以上取得率：69.3％

【成果】
　7校で4名のＡＬＴの配置及び
英語検定受験料の支援を拡充
実施（小学校も２回）することに
より、英語によるコミュニケー
ション能力の育成及び異文化
理解に成果が見られた。
中学3年の英検3級以上の取
得率が13.2ポイント伸びた。

【課題】
　中学生海外派遣は世界情
勢・紛争等を考慮し、代替事業
を計画したが、能登半島地震
の影響により中止した。今後も
様々な機会による生きた英語
教育の実践や機会の確保が
必要である。

　これまでの取組に加え、英語
検定受験料の支援拡充によ
り、児童生徒の英語によるコ
ミュニケーション能力の育成が
図られた。
　今後は学習で身に付けた英
語によるコミュニケーション能
力の活用について検討して欲
しい。

学校給食
施設管理
運営事業

学校教
育課

児童生徒が学
校給食を通して
望ましい食習慣
を養い、心身と
もに健康な生活
を実践できる力
を育み、「食」に
ついて正しい理
解を深める。

　７０，８９６千円
①給食実施状況（一日あたりの食数）
　 小学校881食　中学校428食
    計1,309食
②給食食材の地産地消の推進
　 令和5年度　17品目を使用
③アレルギー対応食の実施
　 対応食の内容は原因となる食物を除去
　 又は代わりのものを提供。
　 ※令和5年度対象者36人
④量水器ボックス(大型)取替工事
　 工事費　495千円

【成果】
　栄養バランスの良い給食の
提供により児童生徒の健やか
な成長が図られた。食育につ
いて、ホームページを活用す
るなど、食習慣等の大切さの
周知にも努めた。
　また調理場の量水器ボックス
(大型)取替工事を実施した。

【課題】
　施設及び設備・調理機器等
の老朽化に伴い、優先順位を
つけて、修繕等を実施してい
く。

　栄養バランスの良い給食の
提供により児童生徒の健やか
な成長が図られた。食育につ
いて、ホームページを活用す
るなど、訪問指導以外にも創
意工夫が見られた。
　また、地産地消の推進､アレ
ルギー対応食も引き続き継続
して実施してほしい。
　施設の設備・調理機器等の
更新については、財政状況等
を勘案しながら効率よく計画的
に実施してほしい。

学校給食
管理事業

学校教
育課

市内小学校の
第３子以降の児
童及び中学生
の学校給食費
を無償化を行
い、子育て支援
を図る。

　８２，１３１千円

①第３子以降対象人数：143人
②中学生 人数：394人

【成果】
　第3子以降の児童及び中学
生に昨年度から対象をさらに
拡大し、給食費の無償化を
行った。保護者の経済的負担
を軽減し、子育て支援につな
がった。

【課題】
　食材費の高騰や光熱水費の
上昇等で、学校給食運営費が
増加しており、国や県へ補助
制度の創設を要望していく。

【参考】令和６年度から全小中
学生給食費の無償化を実施

　少子化が進む中で、学校給
食費の無償化のさらなる拡充
は、物価高騰等の影響を受け
ている子育て世帯の支援策と
して、有効であった。
　今後も安全安心な学校給食
の提供に努めるとともに、保護
者の経済的負担の軽減に努め
てほしい。

施
策
４
　
学
校
教
育
の
充
実

4
　
学
校
給
食
の
充
実

15



◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

青年教育
推進事業
（青少年の
健全育成）

生涯学
習課

市内在住及び
在勤、在学して
いる青年の活
動を推進し、地
域社会の発展
を図る。

　２４８千円

①二十歳のつどい開催事業　令和6年5月5
日（延期）
　 実行委員会の組織　委員1１名
　 実行委員会の開催（8回）
　 参加者について
　　参加者数145人、参加率80％（R4年度）
　　参加者数143人、参加率75％（R5年度）

②青年リーダーの養成
　 市青年団協議会の活動支援及び連携
　 青年層のネットワークづくり

【成果】
　「成人の手作りによる式典」を
趣旨に計画、実施運営支援を
行ったが、能登半島地震によ
り、開催日を令和6年5月5日に
延期した。

【課題】
　青年層と地域との結びつきを
より一層推進する必要がある。

　二十歳のつどいを新成人自
らの手で企画運営する実行委
員会は親睦を深めるだけでな
く、若者の地域貢献に係る力
を養う機会になっている。
　能登半島地震の影響により
令和6年5月5日に式典を延期
したことは適切であった。
　青年団活動を支援し、青年
の交流の場を提供するととも
に、青年層が地域社会の発展
に寄与できる仕組みを整えて
ほしい。

少年教育
推進事業
（青少年の
健全育成）

生涯学
習課

子ども会活動の
支援、各種少
年対象事業の
実施により少年
の文化・スポー
ツの向上と心身
ともに健康な少
年を育成する。

　７５千円

①子ども会育成会活動事業
  （１） 文化事業2回
　（わくわくおりくちしのぶの世界・親子お寺体
験）
  （２） 教育事業１回（夏休み宿題お助け
DAY）
　（３） 親子ドローン体験１回（中止）

②少年少女発明クラブ運営費補助事業
　　（年12回）

【成果】
　4回の事業を行う予定だった
が、ドローン体験が寒波の影
響により中止となった。昨年よ
り文化事業を1事業増やして取
り組み、中でもお寺体験は参
加者から好評であった。

【課題】
　育成会役員の協力が必要不
可欠であり、事業の内容によっ
ては保護者の協力も得る必要
がある。

　新型コロナウィルス感染症の
行動制限が緩和されてもな
お、担い手不足等によりスポー
ツ事業を開催することが難しく
なったが、文化系の事業を多く
開催するなど、工夫が見られ
た。
　今後は、より一層地域間の連
携強化を図りながら事業を実
施、少年育成に関わる指導者
の養成、発掘に力を入れてほ
しい。
　また、個々の事業について
は、スポーツ事業の復活も視
野に入れ、その必要性を検討
してほしい。

施
策
５
 
次
世
代
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担
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少
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育
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２
　
家
庭
教
育
の
健
全
化

家庭教育
推進事業

生涯学
習課

市民憲章実践
活動の一環とし
て、市民ぐるみ
で、家庭におけ
る教育力の高
揚を図り、青少
年の健全育成
を推進する。

　２，６４７千円

家庭教育推進協議会
①家庭教育支援部会
　 家庭教育情報紙第1号～第2号の発行
　　　（3，200部）
　 ＣＡＰ講演会を市内3保育所（園）で開催
②乳幼児部会
　 親子ふれあいアルバム、羽咋市ふれあ
　 い読書、子育て標語
③児童部会
　 家族川柳、羽咋市ふれあい読書、家族
　 ふれあいカード
④生徒部会
　 家族川柳、家族ふれあいカード、挨拶
　 運動及び啓発ポケットティッシュ配布
⑤少年育成部会
　巡回活動(10回)、挨拶運動及び啓発ポケッ
トティッシュ配布(8回)、サイバー巡回(80回)、
羽咋郡・市ブロック会議へ参加（志賀町開催）

【成果】
　「家庭教育情報紙」の発行な
ど各事業により「家庭教育推進
協議会」の活動内容の浸透が
図られ、また家族のふれあいを
深めることができた。
　地域と連携して、青少年の健
全育成を図り、また非行防止
に努めた。

【課題】
　今後も、子どもの発達段階に
あわせた「親子のふれあい事
業」などを通じて、家庭教育の
充実を図っていきたい。
　非行行為に対する情報を共
有し、学校や地域間との協力
体制を構築することが必要で
ある。

　「家庭教育情報紙」の発行な
ど各事業により「家庭教育推進
協議会」の活動内容の浸透が
図られている。
　今後も、子どもの発達段階に
あわせた「親子のふれあい事
業」などを通じて、家庭教育の
充実を図ってほしい。
　
青少年の健全育成及び非行
防止に成果が見られる。
　今後は､情報を共有し、学校
や地域間との協力体制を構築
しながら、健やかな家庭づくり
と、健全な社会づくりに努めて
ほしい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

１
　
公
民
館
活
動
の
充
実

公民館活
動事業

生涯学
習課

各種教室、講
座やスポーツ活
動を幅広く開催
し、生涯学習の
推進と健康で心
豊かな生活づく
りを進める。

　３，６０７千円
　
　新型コロナウィルス感染症の行動制限の緩
和により、各種活動やイベントが例年の規模
で実施されることが多くなった。

R5年度　主な行事等
　市民駅伝祭
　千里浜町民文化祭
　粟ノ保納涼祭
　邑知歴史道　健康ウォーク
　各地区社会体育大会
　各地区町民文化祭
　スマートフォン教室
　（各公民館２～３回開催）

【成果】
　新型コロナウィルス感染症の
行動制限の緩和により、各種
活動やイベントが感染症流行
以前の規模で行われることが
多くなった。
　年度後半の震災により、一時
活動が停滞したものの、年度
の終わり頃にはほぼ日常の活
動状況に戻り、大きな支障は
なかった。
　また、各公民館においてス
マートフォン教室を開催した。

【課題】
　新型コロナウィルス感染症が
5類に移行し、制限が大幅に緩
和され、大部分の活動が再開
されているが、持続性を持った
活動方法を考える必要があ
る。
　それに伴い、情報機器の活
用が欠かせないものとなって
おり、デジタルディバイドを解
消するための教室の開催を拡
充するなど、市民が求める教
室や講座を開催する必要があ
る。

　各種活動が新型コロナウィル
ス感染症流行以前の規模で行
われるとともにデジタルディバ
イドを解消するための一環とし
てスマートフォン教室を新たに
開催するなど工夫が見られ
た。
　コロナ禍及び震災の教訓か
ら防災や地域コミュティの拠点
としての公民館の役割の重要
性が増している。
　地域コミュニティの維持や発
展には地域住民の交流が重
要である。
　世代を超えて交流できる事
業やイベントの実施と、特に高
齢者の情報技術活用に役立
つ講座の開催など、持続可能
な地域づくりに資する事業を引
き続き推進してほしい。

２
　
生
涯
・
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

生涯スポー
ツ活動事業

生涯学
習課

生涯スポーツの
普及振興を図
る。

　２０９千円

①各種大会
　新体力テスト記録会の実施
　健康 クラブのスポーツ大会の実施
　ニュースポーツ大会、ソフトバレーボール大
会は中止
②50日運動
　県の302運動（1日30分以上の運動を週2回
以上）と併せてスポーツ活動を奨励
③スポーツ少年団指導者謝金
　スポーツ人口の拡大のため、指導者への謝
金の交付
④大会用用具
　市民駅伝用のカラーコーンの購入

【成果】
　50日・302運動は健康福祉課
との連携を図っている。50日運
動を達成した市民に、県事業
の302運動を勧めてスポーツの
継続を促している。

【課題】
　地震の影響で、冬期開催の
事業を実施できなかった。
　年齢層や地域性にこだわら
ず、幅広く、ニュースポーツの
普及を図るとともに、地震から
の復興における開催の工夫が
必要である。

　新型コロナウィルス感染症の
行動制限が緩和され、各種事
業が流行前の規模で行われた
が、能登半島地震の影響で年
度末の事業を実施できなかっ
たのは致し方なかった。
　今後は、各種スポーツ協会な
どが講習や大会などを開催で
きるように支援したり、年齢層
や地域性にこだわらず、幅広く
生涯スポーツ及びニュース
ポーツの普及を図ることで、ス
ポーツを通じて健康寿命の延
伸につながる工夫を継続して
行ってほしい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

スポーツ団
体運営支
援事業

生涯学
習課

ビーチバレー
ボール大会等
の継続開催と
体育協会やス
ポーツ少年団
の運営支援を
行い、競技力の
向上と底辺拡
大を図る。

　８，０００千円

①ビーチバレーボール大会開催補助
　 開催日令和5年7月22日、23日
　 参加チーム数　一般27、 高校生18
　 中学生17、ミックス8、ママさん5

②体育協会運営費補助
　 県体派遣、ｽﾎﾟｰﾂ少年団運営費
　 種目協会32、地区協会10

③第8回峨山道トレイルラン開催補助
　  開催日　　令和5年10月7日
　　・クラシカル　77㎞
　　　　出走者数　304人
　　　　　　　　　（男性264人 女性40人）
　　・ミドルコース　25㎞
　　　出走者数　　176人
　　　　　　　　　（男性143人 女性33人）

【成果】
　ビーチバレー大会及び峨山
道トレイルランは事業再開。

【課題】
　スポーツ協会の運営につい
ては少子高齢化の影響で、加
盟団体の弱小化がある。
　峨山道トレイルランは地震の
影響で、今後の開催について
輪島市と協議が必要。

　新型コロナウィルス感染症対
策の工夫を図りながら、令和４
年度も実施したが、本年度は
参加数も増え、実施することが
できた。
　スポーツ協会やスポーツ少
年団はスポーツ振興の中心的
存在ではあるが､少子高齢化
により加盟団体の弱小化に対
応する必要がある。
　ビーチバレーボール大会は
市外からの参加者が多く、感
染症対策も含め、安全な大会
になるよう努めてほしい。
　峨山道トレイルランは能登半
島地震の影響でR6年度以後
の再開が難しいが、輪島市な
どと協議してもらいたい。

市民スポー
ツ大会開催
事業

生涯学
習課

広く市民に体
育・スポーツを
普及し、スポー
ツ精神を高揚
するとともに健
康の保持増進
を図る。

　４７４千円

①第６６回羽咋市民スポーツ大会開催補助
　　開催日　令和５年７月２日
　　参加人数　１，４２８人
　　種目数　１８種目
　県内で少なくなった地区対抗で競技を競
い、総合優勝を決めた。
　※第６２回大会以来の開催であった。

【成果】
　コロナウイルス感染症拡大防
止のため中止が続き、４年ぶり
の大会となった。
　久しぶりの開催となったた
め、地区によっては、数年間の
ブランクによって、選手集めに
苦労した競技もあったが、地区
の努力により開催することがで
きた。

【課題】
　地区によっては不参加競技
の種目が多く、対策が必要で
ある。

　本大会は県内では少なく
なった地区対抗方式であり、地
域の活性化やコミュニケーショ
ンが図られている。
　一方､地区によっては不参加
競技の種目が多く、大会要項
や競技内容などを検討してほ
しい。

市民駅伝
祭開催事
業

生涯学
習課

国民の祝日で
ある「体育の日」
に健脚を競い、
体力の向上と
健康の保持増
進に努める。

　１６１千円

　開催日　令和5年10月9日
　参加数　地区対抗（6名×8地区）
　　　　 　　 グループ対抗（4名×15チーム）
　コース　羽咋運動公園周辺約2.1キロ

【成果】
　地区対抗及びグループ対抗
は実施し、ランニングを通じて
体力の向上と健康の保持増進
ができた。
　
【課題】
　地区対抗の参加地区が減少
していることや、以前に行われ
ていた小学生対抗の存続を含
め、今後の事業の在り方を検
討する必要がある。

　ランニングを通じて、健康な
市民の育成に寄与するととも
に、地域やグループの団結力
が高まっている。
　地区対抗の部では、選手集
めに各公民館は苦労している
と聞いているが、開催要項の
見直しなどを行い、　各地区が
参加しやすいように工夫を重
ねてほしい。
　伝統ある行事なので、続けて
もらいたい。

各種スポー
ツ大会参加
運営支援
事業

生涯学
習課

各種大会の参
加支援を行う。
また、地元ス
ポーツ大会開
催の支援を行
う。

　１,１４１千円

①各種スポーツ大会に参加する派遣費の支
援

②地元開催のスポーツ大会の運営支援
　　市民ゴルフ大会
　　唐戸山相撲場の整備費

③県相撲連盟年会費・大会補助金

【成果】
　各種大会の支援・参加と運
営補助を図った。唐戸山相撲
場を利用する相撲大会は、伝
統があり継続するに値する。

【課題】
　大会参加補助金の問い合わ
せが多く、内容の精査が必要
である。

　唐戸山相撲場での相撲大会
は、伝統があり継続するに値
する。各種大会の参加支援も
スポーツ振興につながってい
る。
　派遣費の支援は、競技力の
向上・青少年の健全育成等に
つながるため、継続してほし
い。
　全国大会に出場する選手の
負担が少しでも減るように予算
措置を行っていただきたい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

公民館運
営事業

生涯学
習課

地域の生涯学
習拠点として、
効果的な公民
館施設の運営
維持管理を行
う。

　４２，８０４千円

 ①公民館施設の維持管理にかかる委託業
務
 ②運営に必要な事務消耗品等の購入
 ③通信費や保険料
 ④施設の修繕
 ⑤公民館用地の賃借料
 ⑥大会参加費や負担金等
 ⑦神子原公民館ホール及び和室空調設備
設置工事
 ⑧羽咋公民館ホール等照明改修工事

能登半島地震災害復旧事業
  ２，７２３千円

 ⑦神子原公民館浄化槽配管修繕工事
 ⑧鹿島路公民館下水配管修繕工事
 ⑨余喜公民館（旧余喜小学校）配管復旧工
事

　老朽化した設備の補修やLED照明器具に
改修することで、環境負荷とランニングコスト
の低減を図った。また、震災における修繕工
事を行った。

【成果】
　地域住民が快適に利用でき
るよう効果的な運営や維持管
理を行うとともに、震災からの
復旧修繕を早急に行うことで、
早期の通常運営を開始するこ
とができた。

【課題】
　施設の老朽化が著しい公民
館が複数あることから、本市公
共施設個別施設計画に基づき
ながら、計画的に施設改修を
行う必要がある。
　また、震災を受け、防災施設
としての機能強化を図る必要
がある。

　生涯学習の拠点として、利便
性が高く快適に利用できる運
営がなされている。
　今後も緊急性、社会的要請、
費用対効果などを考慮しなが
ら優先順位をつけて、整備を
進めてほしい。
　また、避難所施設や地域の
防災拠点としての機能強化も
図りつつ、ハード面だけではな
く、ソフト面でも、地域が望む
利用方法に柔軟に対応するな
ど、施設の利活用を推進する
ことで、多くの人が集い、社会
教育と地域コミュニティが併せ
て発展し、持続可能な地域づ
くりへとつなげてほしい。

余喜地域
振興拠点
整備事業

生涯学
習課

旧余喜小学校
を活用し、公民
館をはじめとし
た地域コミュニ
ティの拠点施設
とする。

　２７，５６４千円
　
①R4に小学校を活用した地域拠点づくりの
ワークショップを地区住民と行政が協働で開
催し、旧余喜小学校及び周辺施設活用構想
を策定した。
②公民館の所在地変更の条例改正、7月に
公民館機能の一部移転。
③余喜地区まちづくり連絡協議会発足
（地域交流、子育て教育、安心安全部会）
　地域アンケートを実施。（市地域振興室と連
携）
④用途変更（学校→公民館）による改修工事
を実施
工事請負費17,472千円
　　・体育館屋外トイレ改修工事902千円
　　・２階非常用照明等設置工事606千円
　　・プール解体工事8,580千円
　　・新余喜公民館整備工事(電気設備)
5,000千円
　　・油タンク置場撤去工事880千円
　　・体育館スマートロック設置工事498千円
ほか
⑤備品購入1,993千円
　　・長机
　　・イス
　　・会議用テーブル　　ほか

【成果】
　旧余喜小跡地の活用策とし
て、公民館機能の移転を行うと
ともに、地域住民が快適に利
用できるような施設改修を進め
た。
　震災により施設の一部破損も
あったが、早期の通常運営を
開始することができた。

【課題】
　余喜地区まちづくり連絡協議
会と連携し、地元の意向を反
映しながら余喜公民館及び周
辺施設の活用方法と整備を進
める必要がある。
　また、震災を受け、防災施設
としての機能強化を図る必要
がある。

　地盤沈下や老朽化が進んだ
旧公民館から旧余喜小学校へ
の公民館機能移転を地区住民
と行政が協働で行ったことは評
価できる。
　今後は、地区の交流拠点施
設、また、防災拠点としての整
備を進めるととともに、余喜地
区まちづくり連絡協議会と協働
しながら、持続的かつ実現可
能な事業を実施し、地区の活
性化、地域づくりを図ってほし
い。

コスモアイ
ル羽咋運営
事業

生涯学
習課

市民の生涯学
習拠点施設とし
て、効率的、効
果的な運営維
持管理を行う。

　７０，８６４千円

①指定管理者　㈲プロジェクトドゥ
　　 期間：令和4年4月1日～
　　　　  　令和9年3月31日（5年間）
　
   指定管理者に運営管理を委託し、効果的
な運営と利用時間等で住民の便宜を考慮し
た業務がなされるよう注意している。
　また、改修工事では屋上防水改修工事など
を行い、令和６年度の大規模改修に向けて
設備等更新工事実施設計業務委託を行っ
た。

【成果】
　減少していた来館者、利用
者数が戻りつつあったが新春
の地震の影響で再び停滞し、
観光に影響が出ているが、工
夫をしながら、サービスの向上
に取り組んでいる。電気代高
騰の前年度差額分を補填し、
市民サービスへの維持を図っ
た。

【課題】
　建物および設備の老朽化が
顕著である。大規模改修を視
野に入れた、施設運営が必要
である。

　指定管理者制度導入による
経費節減効果が見られる。
　コロナ禍制限の解除があけ
たが、地震の影響で観光客の
減少が懸念されるが、指定管
理者独自のアイデアでサービ
スの低下を招かないよう、指定
管理者を指導してもらいたい。
　また、施設改修について公
共施設個別施設計画を基に計
画的に進めてほしい。
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◎令和５年度　羽咋市教育委員会点検・評価シート

大
項
目

中
項
目

事業名
担当課
（室）

趣    旨 決算額・事業内容・実施状況等
事務局の自己評価

（成果・課題）
委員評価

図書館運
営事業

生涯学
習課

市民の施設とし
て、安全、安心
な施設維持と利
用者の希望に
沿った図書の
充実を図る。

　２６，８７８千円

①指定管理者　㈲プロジェクトドゥ
 　期間：令和4年4月1日～
　　  　　 令和9年3月31日（5年間）

   指定管理者に運営管理を委託し、効果的
な運営と利用時間等で住民の便宜を考慮し
た業務がなされるよう注意した。

②子ども読書活動の推進

【成果】
　新型コロナウイルス感染症対
策を継続し、月ごとに企画展
や子ども向けの事業を開催す
るなど、指定管理者制度導入
による効果があった。

【課題】
　今後もサービスの低下等の
苦情が出ないよう注意を続け
る。

　指定管理者制度導入による
経費節減効果が見られる。
　今後も、独自の企画に力を
入れサービスの低下を招かな
いよう、指定管理者を指導して
もらいたい。

体育施設
整備事業

生涯学
習課

安心して利用で
きる体育施設の
整備を図る。

　４，２７９千円

工事名
　武道館トレーニングルーム排煙窓取替工事
　体育館２階席床長尺シート張り工事
　体育館区画線設置工事
　体育館前側溝改修工事

【成果】
　安心・安全に利用できる施設
整備を行った。

【課題】
　今後も、利用者の利便性を
考慮した運営を行う。

　老朽化が進む施設が多い
中、計画的に整備を行ってい
る。
　今後も安全・安心に利用でき
る施設整備の推進を図り、利
用者の利便性の向上に努めて
ほしい。

体育施設
維持管理
事業

生涯学
習課

効率的な体育
施設の維持管
理を行い、サー
ビスの向上を図
る。

　５６，２３１千円

①需要費等【11施設】
　建物共済、用地賃借料、施設協会負担金
　電気・ガス・上下水道料

②委託料【11施設】
　日直夜間警備・掃除・設備・維持管理事業

③工事
　野球場スコアボード・観客席外壁改修工事
　体育館誘導灯等・内壁及び外壁補修工事
　すぱーく羽咋犬走り、側溝等補修工事等

【成果】
　限られた予算内で、低コスト
な運営と危険度、必要性の高
いものを順次、更新している。

【課題】
　今後、体育施設の指定管理
者として「バモスはくい」やその
他の企業の参画も検討が必要
である。

　効率的で低コスト運営と市民
サービスの向上が図られてい
る。
　今後は、指定管理者制度の
導入も視野に入れながら、効
率的な体育施設の維持管理
方法を検討してほしい。

ユーフォリ
ア千里浜管
理運営事
業

生涯学
習課

温泉保養施設
を設置し、市民
の健康増進及
び体力の向上
を図る。

　５６，６７４千円

①指定管理者（有）プロジェクトドゥ
　期間：令和６年４月１日～
　　　　　令和１１年３月３１日（５年間）

②地震の影響で、プールが利用不可となり、
年度末から工事を行ってきた。

③地震時には、能登地区の入浴支援施設と
して、多くの被災者を受け入れてきた。

④利用者数
　浴場、プール、スイミング教室等で年間
240,874人が利用。地震の影響で、利用人
数、使用料共に増加。

⑤工事
　源泉水中ポンプオーバーホール改修
　プールスライダー階段鉄部塗装補修
　男女大浴場熱交換器取替工事
　男女浴室ろ過装置ろ材入替工事等

【成果】
　指定管理者制度を導入して
おり、令和元年度から新たな
指定管理者に変わり、施設の
維持管理及びサービスの質の
向上が図られた。
　令和６年度から５年間引き続
き、同社が運営する。
　能登半島地震対応として、被
災者の受け入れを、早期から
行った。

【課題】
　施設が老朽化しており、緊急
の修繕が多いため、優先順位
を定め計画的な修繕が必要で
ある。

　指定管理者制度導入により
サービスの向上と経費の削減
が図られている。
　施設設備については、老朽
化対策に苦慮しているようだ
が、優先順位をつけ計画的に
修繕を進めてほしい。
　震災の際は、入浴支援で市
内外の多くの被災者を受け入
れていただいた。感謝する。
　今後も、適切な管理運営と更
なるサービスの向上を図り利用
者の確保をしてほしい。
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